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研究成果の概要（和文）：Deligne-Lusztig 理論の類似を考えることにより，数論的に興味のある表現の新しい
構成を与えた．より具体的には有限ユニタリ群に対する Weil 表現を幾何的に構成し，その新谷リフトも幾何的
に構成した．さらに Frobenius 作用を用いることにより，シンプレクティック群に対する Howe 対応を特別な
場合に構成し，その対応の性質を調べた．mod ell Weil 表現や mod ell Howe 対応についても調べた． 

研究成果の概要（英文）：By considering an analogue of Deligne-Lusztig theory, we constructed 
representations which we are interested in from a number theoretic view point. More concretely, we 
constructed a Weil representation for a finite unitary group and its Shintani lift geometrically. 
Further, using an Frobenius action, we constructed and studied the Howe correspondence for a 
symplectic group in a special case. We studied also mod ell Weil representations and mod ell Howe 
correspondences. 

研究分野：数論

キーワード： Deligne-Lusztig 構成

  １版

令和

研究成果の学術的意義や社会的意義
数論的に興味深い表現を幾何学的に構成することができた．またその構成を用いて，新谷リフトのような関手性
を幾何学的に実現したり，表現に関する性質を幾何的な手法を用いて調べることができた．さらに幾何学的に実
現できていることを用いて mod ell 係数における類似の対象を自然に構成し，それらについても幾何的に調べ
て新しい結果が得られた．modular 表現は数論においても重要な役割を果たすため，今後の応用も期待でき，学
術的意義があると考えられる．

※科研費による研究は、研究者の自覚と責任において実施するものです。そのため、研究の実施や研究成果の公表等に
ついては、国の要請等に基づくものではなく、その研究成果に関する見解や責任は、研究者個人に帰属されます。



様 式 Ｃ－１９、Ｆ－１９－１、Ｚ－１９（共通） 
１．研究開始当初の背景 
 
Deligne-Lusztig 理論とは，有限体 $¥mathbb{F}_q$ 上の簡約代数群 $G$ に対して，Deligne-
Lusztig 多様体とよばれる $¥mathbb{F}_q$ の代数閉包 $¥overline{¥mathbb{F}}_q$ 上の代数
多様体を構成し，その $¥ell$ 進エタールコホモロジーを用いて，有限群 $G(¥mathbb{F}_q)$ の
表現を構成する理論であった． 
Deligne-Lusztig 理論は，歴史的には Drinfeld による Langlands 対応の研究において発見さ
れた Drinfeld 曲線から着想を得たものであった． 
$F$ を剰余体が $¥mathbb{F}_q$ である $p$ 進体とする． 
DeBacker-Reeder の研究によると，$G$ のトーラスの指標 $¥chi$ から得られる Galois 群の
指標の誘導として Galois 表現が $¥sigma_{¥chi}$ 構成され，一方で Deligne-Lusztig 理論
によって  $¥chi$ から得られる  $G(¥mathbb{F}_q)$ の表現から  $G(F)$ の表現 
$¥pi_{¥chi}$ が構成され，$¥sigma_{¥chi}$ と $¥pi_{¥chi}$ が局所 Langlands 対応によっ
て対応している．このように Deligne-Lusztig 理論は数論的に興味のある表現の構成にも使わ
れている． 
 
２．研究の目的 
 
本研究では，Deligne-Lusztig 理論の類似および一般化を考えることにより，数論的に興味のあ
る表現の新しい構成を与えることを目標とする． 
ここでは，指標の誘導でかけない表現を原始的な表現と呼ぶことにする． 
一つの目的は，原始的な Galois 表現の構成に使えるような Deligne-Lusztig 理論の類似を追
求することである． 
また Weil 表現のような数論的に興味深い表現についても，Deligne-Lusztig 理論との関係を
調べる． 
 
３．研究の方法 
 
以前の Lubin-Tate 空間のアフィノイドの還元の研究において，還元に現れる代数多様体の 
$¥ell$ 進エタールコホモロジーが，原始的な局所 Galois 表現をうみだしていることがあった．
この例をより詳細に調べることにより，そのような表現をうみだす代数多様体の系統的な構成
を模索する． 
また，そのような多様体の類似を調べることによって，他の数論的に興味深い表現の構成が得ら
れないか調べる． 
 
４．研究成果 
 
まず，以前の Lubin-Tate 空間のアフィノイドの還元の研究において，還元に現れていた有限体
上の代数多様体が，代数群の組に対するある種の Deligne-Lusztig 構成から得られることを見
出し，その定式化を与えた．さらにそのような構成から得られる表現の一般論についても考察を
進めた． 
また，そのような Deligne-Lusztig 構成から得られる代数多様体の具体例を調べ，ある例にお
いては $¥ell$ 進エタールコホモロジーが有限ユニタリ群の Weil 表現を与えることが分かっ
た．これにより，有限体の標数に関係なく Weil 表現が統一的に構成できるようになった．この
構成を用いて，Howe 対応についても調べ，有限ユニタリ群に対する Howe 対応が unipotency 
を保つことを示した． 
さらに代数多様体の基礎体から得られる Frobenius 作用を用いることによって，シンプレクテ
ィック群に対する Howe 対応も特別な場合に幾何学的に実現することができた．この場合にも， 
unipotency が保たれることを示した． 
上記の結果において得られた，有限ユニタリ群の Weil 表現の幾何的構成を用いて，有限ユニ
タリ群の Weil 表現の新谷リフトを幾何的に構成することができた．これは Henniart-Wang に
よるシンプレクティック群に対する結果の類似を幾何学的に与えるものである． 
また，上記の有限ユニタリ群の Weil 表現の幾何的構成において，$¥ell$ 進エタールコホモロ
ジーの代わりに，mod $¥ell$ エタールコホモロジーを考えることによって，有限ユニタリ群に
対する mod $¥ell$ Weil 表現を構成することができる．この有限ユニタリ群の mod $¥ell$ Weil 
表現がどのように分解するかを決定した． 
さらに，Frobenius 作用を用いることによって mod $¥ell$ 係数の場合にも，シンプレクティ
ック群に対する Howe 対応を特別な場合に幾何学的に実現することができた．この mod 
$¥ell$ Howe 対応によって 直交群 $O_2$ の既約表現から得られる シンプレクティック群の表
現がいつ既約になるかを調べた．結果としては，多くの場合には得られる表現が既約になるが，
ある特別な場合には，既約ではないが直既約になることが分かった．これは $¥ell$ 進係数の場
合には見られない新しい現象であり，実際コホモロジーのレベルでも，今考えている場合に 



$¥mathbb{Z}_{¥ell}$ 係数のエタールコホモロジーから mod $¥ell$ 係数のエタールコホモロ
ジーへの自然な写像は，全射になっていないことが分かった． 
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